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不足を補い、①「A はさすがに a だ」、②「A も B にはさすがに ā(b)だ」、③「さすがの A


























































































本研究の第 10 章から第 11 章では、個別言語の研究成果に基づいて、対照研究の観点か
ら日本語の真逆の評価を表す副詞と中国語の真逆の評価を表す副詞について照らし合わせ
た。第 10 章と第 11 章の対照研究の意義は次のようにまとめられる。  
 
III.動詞述語や形容詞述語を修飾する場合の「さすが」は中国語の“不愧是…还真是…”
に対応し、「さすがに」は中国語の“但是…果然还是…”に対応する。名詞述語を修飾
する場合の「さすが」と「さすがは」は、“不愧是”のような中国語表現に対応し、「さ
すがに」は“果然还是不一样”のような中国語表現に対応する。「さすがの」は主語を
修飾する場合、“连…的…、都(也)…”のような中国語表現に対応し、名詞述語を修飾
する場合、“名副其实的”のような中国語表現に対応する。述語として機能する場合、「さ
すが」は中国語の“不愧是＋人称代名詞”のような構造に対応する。  
IV.動詞述語を修飾し、主節に「望ましくない結果」が含まれた場合、主節が「表出文」
である場合、後続の動詞述語とともに連体修飾語として機能し、主節に「望ましくない
結果」が含まれた場合において、「せっかく」と“好不容易”“好容易”は対応関係にあ
る。しかし、「せっかく」が「の」を伴い、連体修飾語として機能する場合、述語とし
て機能する場合、及び、“好不容易”が動詞述語を修飾し、述べ立て文に用いられる場
合は、それぞれが非対応関係にある。  
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このような結論は、第二言語教育の現場において、どんな場合にどんなマーカーが使え
て、どんなマーカーが使えないかという問題をある程度解消する効果があるように思われ
る。そのため、このような研究は言語学的意義のみならず、言語教育学的意義もあるとい
える。特に辞書や教科書の編纂に役に立つことと思われる。  
 
２．結論 
 今回提出された博士学位請求論文は２０１２年から７年以上にわたって考察した結果
をまとめたものであり、オリジナリティに溢れたものである。周世超君の日本語学的研究
能力や中国語学的研究能力が公表された査読付きの論文によって反映されている。独創的
な研究成果は日本語学、中国語学、対照言語学のみならず第二言語教育や第二言語習得に
も寄与するものである。 
結論として、日本語の「さすが」「さすがに」「さすがの」「さすがは」と中国語の“好
容易”“好不容易”の意味・用法について具体的に検証し、独創的な見解を多面的に展開し
ているので、先行研究を一歩前進させたものと評価することができる。学外審査委員を含
む論文審査委員会は周世超君が「研究者としての自立性」と「専門研究の独創性」等の条
件を満たしており、博士（国際文化学）の学位を授与することが適当だと判断している。  
 
